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2022 年ロシアのウクライナ侵略、2023 年ガザのハマスとイスラエル戦争と、国際間で暴力が

横行し、無惨にひとの命が奪われ、住むべき場所が破壊され続けています。彼の地の、非力な弱

者でしかない老人、子ども、病者、女性たちを思うと、助けて上げることのできない日本人であ

る私は、無力さ、歯がゆさ、申し訳無さに打ちのめされています。 

さらにイスラエルは、2025 年 6 月 13 日に、ハマスなどのテロ組織の最大支援国として、イ

ランを攻撃し、イラン・イスラエル戦争も勃発しました。それに呼応して、アメリカのトランプ 

 
ホルムズ海峡の夕暮れ（wiki より） 

大統領が６月 22 日に、イランの核施設 3 箇所を攻撃したとのニ

ュースに接し、恐怖、怒り、悲しみに胸が塞がる思いになりまし

た。世界の暴力沙汰に加担して、アメリカはテロリストに等しい

ように攻撃を加えました。一体どんな正当性を主張しているので

しょう。これまで、私はアメリカ人からの多くの恩恵を受け、そ

の文化に接し、学んで来ましたが、同時に、「新大陸発見」という

美名のような言葉は、ヨーロッパ人による侵略、先住民虐殺、収

奪、人種差別の歴史でもあるという事実からは逃れられないと思

うようになりました。自らをファーストとするために、他を圧す

るのであれば、「野蛮」な生き方であると思います。 

 イランは、核施設からは放射能被害を示すデータはないと報告していますが、保証するものは

ありません。世界は核不拡散条約を持ち、英、米、仏、露、中国を除き、核兵器の保有を禁止し、

核の平和利用の目的のためには IAEA の査察を受けるなど、厳しい条件が課せられています。未

加盟のインド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮は保有していると見なされています。条約の不

平等を訴え、または、核兵器の脅威を利用しようとしているのです。日本はアメリカの原爆投下

により、多大な、残虐な被害を受けた、唯一の被爆国でありながら、核兵器禁止条約に加盟しよ

うとしていません。本当に、平和と安全を求めている国なのでしょうか。 

 イスラエルの歴史を考えれば、イスラエルにとってはイランこそ、有り難い国であったはずで

す。BC539 年、バビロン捕囚からイスラエルの民を解放してくれたのは、ペルシャ帝国のキュ

ロス王です。主が油を注がれた人キュロスについて／主はこう言われる。わたしは彼の右の手を

固く取り／国々を彼に従わせ、王たちの武装を解かせる。扉は彼の前に開かれ／どの城門も閉ざ

されることはない。（イザヤ 45:1）と賛辞を捧げています。（以前にキュロス王に関して記した

記述は次のサイトです。http://akiyoshi-madobe.jp/image/2016.02.10e.pdf） 

 現在、イランはイスラム教シーア派のよる神権政治による政治体制ですから、閉鎖的状況だと

思わずにいられませんが、紀元前からの歴史を持つ、同じアジアの国であり、大昔からシルクロ

ードを通じて、極東の日本にまで、繋がりを持った、貴重な国です。イランの人々とも平和に、

対等に、交わりたいです。イランについては知識がありませんが、私はメジャーリーガーのダル

ビッシュ有投手（イランと日本の両親を持つ）のフアンですし、タレントのサヘル・ローズ氏の

生き方、発言にはいつも感動を与えられています。 
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